
学科等 医療技術 必修 履修年次 3
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成績評価の
方法・基準

対面・オンライン共通 ： 期末試験（100％）

教員からの
メッセージ

配布資料とスライドとで補足をしながら講義を行います。（教科書の該当する箇所で予習をしてください）
病院で勤務した臨床工学技士がこの授業を担当します。オンライン授業で変更がある場合は、変更のシラバスを

                  周知します。
         

教科書 臨床工学技士標準テキスト（第4版） 小野哲章 金原出版

参考図書

創傷治癒 創傷処置、創傷治癒、上皮形成について理解する。

消毒と滅菌
無菌法、術者と患者の消毒、医療器具や材料の滅菌法、医療装置と環境の消毒法を理
解する。

まとめ 内科的疾患へのアプローチと外科的侵襲による生体反応などをまとめる。

基本的外科手技 止血法、身体固定法、結紮法、ドレナージなどについて理解する。

移植Ⅰ 現在行われている臓器や組織の移植医療の種類と問題点などについて理解する。

移植Ⅱ
自己移植、同系移植以外の臓器移植時に生ずる拒絶反応や免疫抑制法について理解
する。

出血、止血・血液凝固、組織破壊・壊死、感染、組織および体液の防御反応、組織修復
について理解する。

急性生体反応（ショック） 末梢循環障害が原因で生ずる急性生体反応の分類などについて理解する。

応急・救急処置
出血、脱水、熱傷、病原体や化学汚染、血圧低下、意識障害、心肺停止などに対する応
急処置と救急処置を理解する。授

業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

はじめに
内科学と外科学の違いとそれぞれについてどのような専門領域があるか、最新の診療科
を含めて理解する。

疾病の原因Ⅰ（内因性）
疾病の原因として、遺伝、体質、恒常性維持の破綻、免疫反応、腫瘍など内因性の原因
について理解する。

疾病の原因Ⅱ（外因性）
疾病の原因として環境因子、生活習慣、心因反応などの外因性の原因について理解す
る。

疾病の症状 自覚症状、他覚所見、臨床検査の異常を理解する。

疾病の経過
病歴の聴取、病状の推移（急性・亜急性・慢性）、治療に対する反応（治癒、緩解、再発、
無効）を理解する。

症候と病態生理
バイタルサイン、体形や皮膚・粘膜の変化、呼吸・循環系の症状、腹部症状、神経症状、
精神症状およびその病態生理を理解する。

外傷や外科的侵襲への生体反
応

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

科目名
臨床医学総論

（内科学・外科学） 教員名 佐藤　宜伯 時間割表参照

（科目番号） (時間割参照)

授業概要

　内科学概論および外科学概論について学ぶ。すなわち内科学概論では内科学的疾患へのアプローチ（原因・疾病の症状と経過など）、
症候と病態生理（肥満・呼吸困難・動悸など）、応急と救急処置（心停止・昏睡・出血など）などについて学ぶ。また外科学概論では外
科学手術概論として外科学的侵襲に対する反応（水電解質反応・免疫反応など）、基本的手術手技（止血法・結紮・ドレナージなど）、
移植（移植手術法・免疫抑制・拒絶反応的など）、創傷治療（創傷処置、上皮形成など）、消毒・滅菌（無菌法・術者・患者の消毒・手
術器械や材料の滅菌など）などについて学ぶ。

目的・目標
目的：内科学と外科学の基礎的知識を理解する。
目標：①疾患の病因、症状、臨床経過と診断法を学習する、②外傷の応急・救急処置および創傷治癒を学習す
る、③急性生体反応の病態を学習する、④臓器移植について学習する、⑤消毒と滅菌法を学習する。


